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ワンダー・アニマルズ -アートで感じる命のふしぎ- 

同時開催 第9回全国こども絵画コンクール in かさま 

2025年7月26日（土）～9月28日（日） 

 

原太一《今夜は祭り！》2018年 油彩 笠間日動美術館蔵 

拝啓  

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

今夏、表記展覧会を開催いたします。つきましては、以下に展覧会の詳細をご案内いたしますので、ご取

材・ご紹介などのご協力を賜りますようお願い申し上げます。                 敬具                                                                     

 

■開催趣旨  

みなさんは、動物にどんな印象を抱くでしょうか。一緒に暮らすペットを家族のように感じたり、猛獣に恐

れや憧れを感じたり、神秘的な動物を神様のように感じたり…動物には「かわいい！」「かっこいい！」と

いうようなひとことでは言い表せないような、不思議で複雑な魅力があります。そんな動物たちに感じる、

“ワンダーな感覚”が、芸術家たちの創作意欲を掻き立て、多種多様な方法で表現されてきたのかもしれませ

ん。 本展「ワンダー・アニマルズ」では、絵画作品を中心に、ガラス、彫刻など多彩な動物アートを紹介し

ます。毛の1本１本まで本物そっくりに描かれた写実的な表現、カラフルでデフォルメされたキャラクターの

ような表現…。作家が動物から何を感じ、どう表現したのか。想像しながら鑑賞してみてください。  

全国から公募した小中学生の入選作品を展示する「同時開催 第9回全国こども絵画コンクール」とあわせて

お楽しみください。  



■展示構成（主な出品作品）

【第１会場】

 

① 共に生きる  

－犬、猫、うさぎ…身近な生き物を見つめるまなざし 

 

・遠藤彰子《自画像（金曜日の午後）》2012年 油彩：画像右 

・朝井閑右衛門 《ピアノを弾く二人の姉妹と犬》 1975年 油彩 

・佐藤泰生《アトリエ》1985年 油彩 

・井出尾摂子《月の輝く夜に》1999年 テンペラ・金箔 

② "生命"を描く  

－大自然に生きる動物への憧れ、感動、畏敬の念  

 

・奥谷 博《虎と蜘蛛》2015 油彩：画像右 

・梅原龍三郎《裸婦虎》1931 油彩 

・中根 寛《岸辺》油彩 

・堀  研《大地》1984年 油彩 

 

  

③ 動物ファンタジー －擬人化された動物、空想の世界  

 

・渡邊榮一《シュレジンガーの猫》2019年：ミクストメディア:画像右 

・野間仁根《森の中》 1933年 油彩 

・山口 高《天を支える樹》油彩 

・齋藤 将《こくごのじかん》2017年 油彩 

・松本亮平《画家の日常》2022年 アクリル 

・原 太一《今夜は祭り！》2018年 油彩 

 

 

 

画像はすべて笠間日動美術館蔵 

  



【第２会場】 

④生き生きとしたカタチを捉える  

－素材も表現も様々な立体の動物たち  

 

・佐藤泰生 

《像とアクロバットーR》１９９４年 ガラス：画像上 

 

 

 

 

・朝倉文夫 《産後の猫》 1911年 ブロンズ ：画像上 

・柳原義達 《鳩》 ブロンズ 

・植田 努 《Penguin》 2007年 乾漆、木  

・田村能里子 《駱駝の背骨》 ２００９年 ガラス 

画像はすべて笠間日動美術館蔵 

 

展覧会概要 

■ワンダー・アニマルズ -アートで感じる命のふしぎ- 

会   期： 2025年7月26日（土）～9月28日（日）  

会   場： 笠間日動美術館 企画展示館（茨城県笠間市笠間978－4）  

開館時間：午前9時30分より午後5時（入館受付は午後4時30分まで）  

休 館 日：毎週月曜日（但し8月11日、9月15日は開館、翌日は休館）  

入 館 料：大人 1300 円、65 歳以上 1000 円、大学・高校生 900 円、中学生300円、小学生 無料  

20 名以上の団体は各 200 円割引 障害者手帳をお持ちの方、その同伴者 1 名は半額割引 

主   催： 公益財団法人日動美術財団 笠間日動美術館 

後援予定：茨城県／茨城県教育委員会／笠間市／笠間市教育委員会／ＮＨＫ水戸放送局／茨城放送 

朝日新聞水戸総局／茨城新聞社／共同通信社水戸支局／産経新聞社水戸支局／東京新聞水戸支局 

毎日新聞社水戸支局／読売新聞水戸支局 

担 当： 学芸部 金澤 kanazawa@nichido-garo.co.jp 大友 otomo@nichido-museum.or.jp 

 

 

■会期中のイベント 

担当学芸員によるギャラリートーク 

日 時： 8月16日（土）、9月13日（土） 各日午後2時から（約30分）  

会 場： 企画展示館 

mailto:kanazawa@nichido-garo.co.jp
mailto:otomo@nichido-museum.or.jp


 

■第9回全国こども絵画コンクールinかさま  

会 期： 2025年7月26日（土）～9月28日（日）  

会 場： 企画展示館２階中央展示室  

主 催： 全国こども絵画コンクール in かさま 実行委員会  

後 援： 文化庁、茨城県、茨城県教育委員会、笠間市、笠間市教育委員会、茨城新聞社、 

共同通信社水戸支局  

協 賛： 青葉庭園、一般社団法人笠間観光協会、笠間工芸の丘株式会社、笠間市商工会、ギャラリー舞台、 

月刊みと、公益財団法人日本教育公務員弘済会茨城支部、ジブラルタ生命保険株式会社  

社会福祉法人尚生会、昭和造園土木株式会社、関彰商事株式会社、有限会社双葉広告 

株式会社道の駅笠間、株式会社三井住友銀行、株式会社日動画廊 

有限会社ケイシコーポレーション、笠間日動美術館友の会  

公益財団法人日動美術財団 笠間日動美術館  

担 当：企画広報課長 櫻井 sakurai.nichido@gmail.com 

 

 

■交通案内  

【JR利用】  

・常磐線友部駅北口より、かさま観光周遊バスで約15分  

「日動美術館入口」下車徒歩 1分(1回100円／1日フリー乗車券300円)  

・水戸線笠間駅より徒歩約30分、レンタサイクル約10分、 

市内循環バスで約5分「日動美術館入口」下車徒歩2分  

かさま観光周遊バス、またはレンタサイクルの利用が便利です。  

【自動車利用】  

・常磐道友部JCT経由、北関東道友部ICより国道355号線経由約6km  

・東北道栃木都賀JCT経由、北関東道笠間西ICより国道50号線経由約8km 

 以上 

 

 

 

 

 

公益財団法人 日動美術財団 

笠間日動美術館 

〒309-1611 茨城県笠間市笠間978-4 

℡ 0296－72－2160 Fax 0296-72-5655 

HP https://www.nichido-museum.or.jp/ 
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